
２０１４年６月８日 主日礼拝  ≪ペンテコステ礼拝・聖餐式≫                 

 

司  会        ①村上兄     ②大谷兄     ③当麻泰兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三浦兄     ②川田兄  

 

    賛  美  聖歌５６５番「ペンテコステの日に」                

（世界中どこででも）(聖霊の主よ今ここに) 

３つの愛 

 

聖  書                  

     

                                                                                                                            

音  楽                                                           

証  詞     

     

メッセージ   

        

                                                                      

賛  美  「アメージング・グレイス」  （２２９番・献金） 

頌  栄  「主はすばらしい」  アーメン      

                                                                    祝   祷                                                                                                      

 

【大和ニュース】  

* 本日は「ペンテコステ記念日」。聖霊様を心から歓迎し、感謝します。 

・ 本日、入門講座Ⅱ、手話、GM、YYタイム（１２:３０森）、J.Plusは東京に合流！ 

* 東京リニューアルは、５時１５分。淀橋教会（JR 大久保駅１分、新大久保駅３分。）

早く着かれましたら、ロビーにてお待ちを。新宿区百人町１-１７-８ 

   ☆大型バス教会前出発は３時半。帰りの説明はバスの中でいたします。 

 

* 来週の日曜礼拝（９時・１１時）に、説教者として平野克己牧師をお迎えします。 

・ 今週も祈祷会を大切に！水曜夜と木曜朝。説教は坪井永城副牧師。 

・ 準備祈祷会は、金曜夜９時～１０時半。説教は大塚信頼伝道師 

・ 土曜祈祷会は、土曜夕方６時～７時。 ☆１２日(木)午後はシャローム館大掃除。 

・ 来週の日曜午後２時から映画鑑賞会。『少年H』。１９日(木)２時からも。 
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➀   使徒行伝１０章４４～４８節                                  (Ｐ１９９) 

➁➂ 使徒行伝２章１～４節                (Ｐ１８１)   

                                                                                                                         

坪井永城師&森屋幹師  

➀  大枝恵美姉（エステル会）   

 

➀                                       「“ありのまま”を超えるお方」     菅原岳副牧師 

➁➂ 「失敗だらけでも希望はある」    大川従道牧師  
     



 

石の枕  
  

 本日の「第４回・東京リニューアル」は、歴史的に注目すべき教会で開かれ 

ます。初代牧師は、聖徒といわれた笹尾鉄三郎先生、二代目は車田秋次先生（ 
私の恩師）、三代目は中田重治監督、四代目が小原十三司先生、五代目が峯野 

先生。三代目までの写真が、大和教会の３階に掲げられています。今日の淀橋教 

会では何かが必ず起こる。しかも、今日は「ペンテコステ」である。 

  

 明治１６年（１８８３年）、大正８年（１９１９年）、昭和５年（１９３０年）と、明 

治維新以降の日本で、３つのリバイバルが起った。 

 中でも大正８年の「信仰のリバイバル」と昭和５年の「望みのリバイバル」 
は、ホーリネス教会を中心に広がっていった。（私たちの教会は、今は単立教 

会ですが、以前はホーリネス教団に属していました。大川牧師の両親も、小山 

先生ご夫妻も、松森先生も、その中心にて聖霊の火をいただいた人たちです。） 
 昭和初期は、１９２３年に関東大震災、２９年には世界恐慌と、窮地に追い詰 

められる情勢を背景にリバイバルに火が付き３年続いた。日本ホーリネス教会 

中田監督が唱えたイスラエル回復の祈りは、メシヤ再臨待望を特徴とするリバ 

イバルの火に油を注ぎ、全国を邁進。当時、日本中の教会では人があふれ、一 

日に３０もの教会が生まれたこともあったという。 

 

 「リビングライフ」５月号より。 『親の祈り』（バン・ブーデン作） 
  私を立派な親にしてください  子どもたちを理解し 

  子どもたちが語ることを真剣に聞き  子どもたちのすべての質問に 

  優しく答えられますように 

  子どもたちの考えを  遮ったり叱ったりせず 

  子どもたちが愚かな行動をしたり失敗したりするとき 

  あざ笑うことがありませんように  そして、自己満足や権威を示すために 

  子どもたちを叱ることがありませんように（中略） 
  子どもたちが自ら決定を下すときまで  機会を与える忍耐強さを 

  私に与えてくださり  子どもたちが正しい判断ができますように   

  私も正直で、正しく、親切な親になり、  尊敬され、模範となれますように 

 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ヨハネ１７章～２１章  Ｂコース：歴代志下２６章～エズラ８章 


